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大本いろは

　〝
梅
〞
で
開
い
て
〝
松
〞
で
治
め
る

 

「
三
千
世
界
一い
ち

同ど

に
開
く
梅・

・

・

の
花
、
艮
の
金
神
の
世
に
な

り
た
ぞ
よ
。
梅・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

で
開
い
て
松
で
治
め
る
神
国
の
世
に
な
り

た
ぞ
よ
」

　
出
口
な
お
大
本
開
祖
が
、
明
治
二
十
五
年
に
神
が
か
り

し
た
際
の
最
初
の
こ
の
言
葉
に
、〝
梅
〞
と
〝
松
〞
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
梅
の
花
は
、
冬
の
雪
霜
を
し
の
い
で
他
の
花
々
に
先
駆

け
て
開
き
、
春
の
到
来
を
い
ち
早
く
告
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

松
は
一
年
を
通
じ
変
わ
る
こ
と
の
な
い
常
緑
樹
で
す
。

　
大
本
で
は
国
祖
・
国

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

常
立
尊
が
、〝
艮
の
金
神
〞
の
名
で

開
祖
に
神
が
か
り
す
る
ま
で
、
長
い
間
、
世
に
落
ち
て
苦

労
艱か

ん
な
ん難
を
耐
え
忍
ん
で
い
た
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
梅
で
開
く
」
と
は
、
寒
気
に
耐
え
、
香
り
ゆ
か
し
い
花

を
咲
か
せ
、
良
き
実
を
結
ぶ
梅
に
た
と
え
て
の
言
葉
で
す
。

 

「
松
で
治
め
る
」
と
は
、
永
久
に
色
あ
せ
ぬ
松
の
緑
の
よ

う
に
変
わ
ら
ぬ
神
へ
の
真
心
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
梅
と
松
で
、
苦
労
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
実
を
変
わ
ら
ぬ

ま
つ
ご
こ
ろ
で
守
り
続
け
て
い
く
と
い
う
大
本
信
仰
の
あ

り
方
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
松し
ょ
う
ち
く
ば
い

竹
梅
と
い
っ
て
、
松
・
竹
・

梅
は
慶
事
・
吉
祥
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
と
松
は
、
大
本
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
竹
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
出
口
王
仁
三
郎
師
は
「
竹
は
武
を
意
味
す
る
。

武
器
は
も
と
竹
で
つ
く
っ
た
、
弓
が
そ
れ
で
あ
り
、

竹
槍や

り

が
そ
れ
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

出口なお大本開祖

祭祀の中心地・梅松苑（京都府綾部市）

　
綾
部
市
の
シ
ン
ボ
ル

　
大
本
発
祥
の
地
で
あ
る
綾
部
市
は
、
昭
和
四
十
九
年

十
一
月
三
日
、
市
の
花
を
〝
梅
〞、
木
を
〝
松
〞
と
制
定
し

ま
し
た
。

　
綾
部
市
内
の
山
野
に
は
た
く
さ
ん
の
梅
が
香
り
、
松
が

茂
っ
て
お
り
、
市
民
の
意
思
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
は
、

京都府綾部市

　
二
大
聖
地
を
象
徴

　
大
本
に
は
、
宣
教
の
中
心
地
で
あ
る
天
恩
郷
（
京
都
府

亀
岡
市
）
と
祭
祀
の
中
心
地
で
あ
る
梅
松
苑
（
京
都
府
綾

部
市
）
の
二
つ
の
聖
地
が
あ
り
ま
す
が
、〝
梅
〞
は
、
天
恩

郷
を
、〝
松
〞
は
、
梅
松
苑
を
象
徴
し
ま
す
。（
次
頁
下
段

参
照
）

　
ま
た
、祭
祀
の
中
心
地
で
あ
る
聖
地
・
梅
松
苑
の
名
前
は
、

こ
の
〝
梅
と
松
〞
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
梅
干
し
と
松
灰

　
大
本
の
神
苑
に
は
、
た
く
さ
ん
の
梅
と
松
の
木
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
苑
内
で
採
れ
る
梅
は
、
梅
干
し
に
し
て
大
本
本
部
の
食

堂
で
供
さ
れ
て
い
る
他
、
お
正
月
に
は
〝
福
梅
〞
と
し
て

下
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、綾
部
・
梅
松
苑
の
本
宮
山（
別
名
・
鶴
山
。
禁
足
地
）

の
松
葉
は
灰
に
さ
れ
、
松
灰
（
No. 

11
参
照
）
と
し
て
下
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
本
の
教
祖
・
出
口
王
仁
三
郎
師
は
、

 

『（
出
口
な
お
開
祖
の
）
神
諭
に
梅
の
局
つ
ぼ
ね

と
松
の
局
の
御
脇
立
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。

　
松
の
局
と
は
（
略
）
地
の
高
天
原
、

龍
宮
館
の
松
の
大
本
の
教
壇
（
※
綾
部
・

梅
松
苑
）
で
あ
り
、
梅
の
局
と
は
皇
道

宣
伝
発
揚
の
教
壇
の
あ
る
地
場
（
※
亀

岡
・
天
恩
郷
）
の
名
称
で
あ
る
。（
略
）

　
昔
か
ら
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
と
祝

い
来
る
。
こ
の
亀
の
名
に
負
う
亀
山
の

万
寿
園
（
※
現
在
の
天
恩
郷
の
こ
と
）

に
審さ

に
わ判
庭
な
り
、
修
行
場
を
設
く
る
は
、

神
界
所
定
の
真
事
業
で
あ
る
。（
略
）

　
次
に
松
は
祭
政
一
致
の
標
徴
で
、
天

下
統
一
の
神
意
で
あ
る
。（
略
）

　
故
に
松
の
大
本
は
、
万
世
一
系
、
天

壌
無
窮
の
皇
運
を
扶ふ

よ
く翼
し
奉
る
、
忠
良

無
比
の
神
民
の
集
ま
る
、
神
聖
な
る
霊

地
で
あ
る
。
し
か
し
て
神
界
と
現
界
と

の
真ま

つ釣
り
の
中
心
点
で
あ
り
ま
す
』

と
述
べ
て
い
ま
す
。

〝
梅
〞
と
〝
松
〞
に
つ
い
て

〝
竹
〞
は
ど
う
か
？


